
活動No H24-⑬

木津川源流探検登山
ｰ三峰山で源流をつきとめ薬草観察をしよう！ｰ

活動名

初心者にも登りやすく日本三百名山の一つに数えられる三峰山。木津川上流の一つで名張川の源流を
辿り探る。薬剤師の方に協力を依頼して、古来より人はどのように薬草植物を活用してきたのか、ま
た、忍者と山の関係は深いと言われているが実際はどうであったのか、薬草観察をしながら木津川源
流を探索する。「薬草植物」と「忍者」をキーワードに"木津川上流"に興味を持ち、地理的特徴や気
候などを知ってもらう事を目的とする。

参加者 10名

実施日 平成24年11月18日(日)　8:30～15:00

三峰山（奈良県御杖村）実施場所

活動目的

実施河川レンジャー 池田河川レンジャー

伊賀薬剤師会　堀内　諭・村上　博之

活動内容

木津川源流の探索・薬用植物の学習・伊賀忍者の学習　8:30～15:00

木津川上流および名張川についての学習　8:30～15:00

感想
考察

◆活動全般について
当日、雨は降らなかったものの、風がきつく正直、登山には、天気がよくなかった。
しかしながら、参加者は山頂に着くと、景色は悪いながらも、とこどころパノラマの景色を満喫して
くれたようだ。また、頂上に生息する毒性植物などを実際に見たり、参加者の交流もできた。そし
て、目的の木津川上流、名張川の源流を見たとき、すごく感動してくれた。
今回の源流探索登山は、多くの面で参加者に感動を与えたと思われる。
整理すれば、登山、景色、植物の知識、運動、美味しい昼食、交流、山の説明、忍者の説明、源流の
確認等である。来年度も色々な角度で、源流探索登山を通して、木津川上流域に住む、私たちの木津
川との理解、また、素晴らしさを伝えていきたい。来年度は、もう少し花が楽しめ、気持ちのいい季
節にこの三峰山源流探索登山を行いたい。頂上の特定の花の美しさを見れば、間違いなく感動するか
らだ。こどもがより参加しやすい条件を提供するために、夏休み中に実施したいと考える。

講師

三峰山で「伊賀薬剤師会」と「伊賀忍者研究会」に協力を依頼して、木津川源流の薬用植物を学
習。また伊賀忍者についてはレンジャーで伊賀忍者研究会の池田が語る。

木津川源流と河川についての環境学習。また、木津川上流についての話と河川レンジャーの説明
を行う。



活動状況

参加者
意見

・始めて三峰山に登ったが、とても感動した。
・来年度もこうい木津川源流探索登山があれば参加したいと思う。
・久しぶりに山登り、落葉の上を歩く楽しさを思い出した。
・事前にふれてとても気持ちよかった。
・いろんな植物を知れてよかった。

感想
考察

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)
植物や山の説明をじっくり聞きたかったという意見があった。これは、少し講師の方が、もう少し
待って話すべきであった。狭い山道を歩くと一人ずつしか歩けない、薬草の説明が聞こえにくかっ
た。という感想もあり、説明方法などをもう少し改善する必要があると思われる。また、事前の資料
をもう少しわかりやすく準備すれば、例えば、植物名が入ったリストを用意するなどすると良かった
と考える。
参加者の意見より「"木津川上流"に興味を持ち、地理的特徴や気候などを知ってもらう事を目的とす
る。」活動の目的は達成されたと考える。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)
スタッフ(河川レンジャーと講師)3人で、トータル15人が登山という観点から言えば、ギリギリの人数
だろうと思われる。登山は、たとえ標高が高くなくても、天候不順等で遭難するというリスクはあり
得る。常にリスクマネージメントは考えるべきである。だから、万全の備えはいくらし過ぎてもし過
ぎることはない。しかしながら、準備万端であれば、木津川上流の源流探索登をできるだけ多くの人
に味わって欲しいし、子どもたちにも参加して欲しいと思う。登山の順番、つまり、スタッフ3人を
先頭、真ん中、最後尾と決める。そして、この中に女性を前の方に入れて、さらには、余裕があって
も、先頭を絶対に抜かさないように、強く指示すべきだった。一人の男性が先頭を抜かしたケースが
あった。
この反省をふまえて、要員間の連絡体制や安全管理体制など、一層、配慮する必要がある。

オリエンテーション 薬草観察の状況



自然観察の状況 源流発見の状況

活動状況

樹木観察の状況

源流発見の状況 源流より下山の状況

薬草観察の状況

三峰山について説明状況 参加者と河川レンジャー
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